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サンフランシスコの都市研究 
-形成過程と空間構造の分析- 
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	 San Francisco is one of America's best hill towns. Why was it able to grow into a city that attracts many 
people though it is a difficult topography? This treatise the process of San Francisco's development to the 
big cities. I will clarify the city planning history of San Francisco and analyze the formation of the block 
and the spatial structure. 
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１.	 はじめに 
サンフランシスコは、市内に 50 もの丘が存在するアメ
リカ屈指のヒルタウンである。同時に、市の 3 方面を海
に囲まれているベイタウンでもある。またサンフランシ
スコは誕生以来、今日に至るまで、アジアやラテンアメリ
カの移民を多く受け入れてきた。そのため、多くのカルチ
ャーが根付き、また多くのカルチャーがこの街から発信
され、国際色の強い都市となっている。	
さらにサンフランシスコは、地形とカルチャーが複雑
に混じり合う街である。街区を 1 つ越えると、雰囲気が
ガラリと変わり、全く別の街並みや人々の生活を垣間見
ることができる。実際に地図を見ながら歩いていると、想
像もしていなかった風景が突如目の前に現れたりする。
小さな街の中で、地形を上手く利用しながら、幾つもの文
化が根を張り共生している、と言える。	
	
	 ではそもそも、サンフランシスコは、ヒルタウンという
難しい土地でありながら、何故ここまで大都市へと成長
できたのだろうか。本論文では、サンフランシスコが発展
してきた過程や、この都市のダイナミズムを解明する。そ
の方法として、サンフランシスコの都市計画史を明らか
にし、街区形成の歴史とその分析、空間構造の分析を行っ
ていく。また近年において、サンフランシスコの美しい景
観を守ってきた同市ならではと言える都市計画について
も言及していく。	
 
 
 
 
 
２.	 都市計画 
（１）サンフランシスコの都市計画年表 
1769年	 スペイン人の入植者が到達。	
1776年	 植民地の設立。	
1791年	 現存する市内最古の教会であるミッションドロ	 	 	 	 					
	 	 	 	 レスが建設される。	
1821年	 メキシコ独立革命により、メキシコ領になる。
1835年	 William	Richardsonが最初の数ブロックの街区	 	 	
	 	 	 	 を作り、	イェルバ・ブエナと街を名付ける。	
1839年	 Jean	Jacques	Viogetがイェルバ・ブエナを再編。	
1845年	 O’Farrell	が街区を12から288に拡大。	
1846年	 アメリカ領になる。	
1847年	 サンフランシスコに改名。	
1848年	 ゴールドラッシュ開始。	
1849年	 マーケット・ストリートとその先の広大なエリ	 	 	
	 	 	 	 アで開発がスタートする。	
1873年	 ケーブルカーの運行開始。	
1906年	 サンフランシスコ大地震発生。	
1937年	 ゴールデン・ゲート・ブリッジ完成。	
1972年	 都市デザイン計画実施。	
1972年	 トランスアメリカ・ピラミッドビル完成。		
1979年	 家賃規制・コンドミニアム転換規制条例制定。	
1980年	 都心部でマンハッタン化が進む。	
1980年	 SRO住居を旅行者用ホテルに転換することを	
	 	 	 	 禁止する条例を制定。	
1985年	 ダウンタウン計画実施。	
1989年	 ロマ・プリータ地震発生。	
1990年	 インターネット・バブルが始まる。 
 
 
（２）短期間に開拓された都市 
	
元々の海岸線	
1835年開拓	
1853年開拓	
1867年開拓	
1867年開拓	
1870年開拓	
1905年開拓	
1924年開拓	
		 	 図１ 都市の拡大の進行図	
	
	 サンフランシスコが都市として発展する起源は、1835
年にイギリス人のWilliam	 Richardsonによってつくられ
たイェルバ・ブエナという小さな村から始まる。図の赤い
部分に相当し、海岸線沿いに作られている。サンフランシ
スコも、他の多くの街と同じように、海辺から都市がスタ
ートしていったことがわかる。同市は、1849年のゴール
ドラッシュの恩恵を大きく受け、19世紀の間に瞬く間に
開拓が行われた。そして20世紀初期には、都市の拡大は
終了し、街区形成が完成している。それから100年近く経
つ今、市内全土が歴史地区であると言える。	
	
３.	 街区形成 
（１）サンフランシスコらしさを生み出す都市 
 
 サンフランシスコでは、地形と
グリッドは無関係な独立したレ
イヤーとして扱われる。地形の凹
凸を無視して均一かつ強制的に
敷かれたグリッドは、同市の特徴
である。このような、地形を完全
に無視した格子状のグリッドパ
ターンは、ゴールドラッシュ後の
急激な人口増加にいち早く都市
を対応させるために、最も単純か
つ合理的な方法であったといえ
る。 
図２ 地形と直行グリッド 
 
（２）グリッドパターンの形成と特徴 
 
図３ 代表的な 5 種類のグリッドパターン 
 
 グリットパターンは大きく分けて5パターンに分類で
きるが、どれも長方形の均一な形で作られており、共通性
が高い。というのも、(A)(B)(D)の3つは同じプランナーに
よってつくられているからだ。当然、残りの2つもそれら
に倣ってつくられることになる。また、開発時期も1847
年から1870年までの間と、約23年の間に全てのグリッド
が完成している。つまり、19世紀末にはサンフランシス
コのグリッド建設の大部分は終了したということである。 
 グリッド内部は、ゴールドラッシュの建設需要により
(A)や(B)などの中心部は即時に埋まったが、(E)などの郊外
のエリアは、メキシコ領としての名残があったこともあ
り、しばらくはグリッドがあるのみの更地状態であった。
市内全土に住宅が建てられたのは、1906年のサンフラン
シスコ大震災による仮設住宅の建設需要が高まった時期
である。グリッドの完成から土地が埋まるまで、約30年
のタイムラグがあったと言える。 
図４ パターン(A) 約134m×88.6m/1839年年建設開始 
図５ パターン(B) 約175m×259m/1847年建設開始 
図６ パターン(C) 約192m×174m/1854年建設開始 
 
 
 
 
 
図７ パターン(D) 約166m×86.4m/1870年建設開始 
 
図８ パターン(E) 約184m×84m/1869年建設開始 
 
 各グリッドパターンの内部構成も
共通性が高い。短冊状に敷地割が施
され、グリッドの外周に沿って建物
が並び、グリッド内部に庭を形成す
る。内部には1本の背割り線が通って
いる点も等しく共通だ。（グリッドパ
ターン(A)のダウンタウンに近い場所
では、大規模建築が1つのグリッドい
っぱいに建設されるため、中庭や背
割り線などはない。） 
図９ パターン(E)のグリッドの拡大例 
(28th,29th, Judah, Kirkham street) 
 
 一方、街区内部に細い街路が敷かれることもある。その
理由は大きく2つある。倉庫などの大規模建築の搬入用裏
口を設けるため、狭小住宅が混み合ってアクセスが不便
になることを避けるためであると考えられる。また、住宅
地における街区内部の敷地割は、1つの街区の中でも地形
の低い側の敷地割が細かく、高い側の敷地が大きく割ら
れている。 
（３）街区と丘が出会うところ 
 均一に敷かれたグリッドは、激しい地形の凹凸に対応
しきれなくなると、その辻褄を合わせるため、様々な変化
を見せる。傾斜が激しくなると、ストリートは、坂道から
階段、曲がり道、緑地へと対応する。一方グリッド内部で
は、１つのセクションでレベルの変化が生まれ、同じグリ
ッドが２つに分裂する。しかしこれは、平面的に見るとス
トリートが保たれているまま出る。さらに傾斜が激しく
なるとグリッドが丘の足元で止まる劇的な瞬間に達する。
この時グリッドは、地形に従うことができなくなり、有機
的な幾何学的配置に置き換えられる。 
 
図１０ 丘の頂上付近の街区変形パターン 
 
（４）街区とピアの関係 
 ピアの建設に関しては、19世紀までは、街路の延長線
上にピアが形成され、ストリートにちなんだ名前がつけ
られていた。しかし20世紀以降、土砂の堆積を軽減する
ために新たな海岸線が形成され、ピアが街路から独立し
て作られるようになったといえる。 
	
４. サンフランシスコの空間構造 
（１）住宅の特徴 
 ヒルタウンであるため、圧倒的に車社会であるサンフ
ランシスコは、1階にガレージ、2階にサロンスペース、
3 階以上にベッドルーム等のプライベートな空間を配置
させている。坂のアップダウンに合わせて、住宅のフロ
ント(ガレージの入り口)が窪んだり盛り上がったりする
ことも独特な特徴である。フロント部分が窪んでいる場
合、半地下空間になるため、街区内部にある庭から見る
と2階が1階部分に相当するレベルになっていることが多
い。 
図１１ 上り坂地形の住宅の例 
図１２ 1906年の敷地割と建物 
 
 また奥行き方向に展開して
いるサンフランシスコの住宅
は、すべての部屋に採光を取
ることは難しい。中流階級の
住宅では、隣の家と壁が接着
していることが多く、採光は
不可能である。そのため、側
面を窪ませてツボ庭をつくる
ことによって、側面からの採
光を可能にしている。 
 
 
  
（２）2種類の住宅タイプ 
 廊下や階段が置かれる位置に着目してタイプ分けをす
る。ここでは、①廊下が奥行き方向に向かって伸び、廊下
の片側だけに部屋を設置しているタイプ、②廊下の両側
に部屋を設置しているタイプに分類する。また、例外や複
合型のもの、2世帯住宅などの特殊型も出てくる。 
 
 
図１３ ①片側廊下と②横側廊下のタイプ  
 
（３）保存と変化 
 サンフランシスコの住宅の素晴らしい点は、20世紀前
後に建てられた建築もすべて建設年度がはっきりとわか
る点である。そしてその歴史は100年以上のものも多い。
100年経っても変わらず、住み続けられるように、サンフ
ランシスコの住宅はリノベーションを施してより住みや
すいように変化している。外観は、街の景観保存のために
大幅な変更はなく、装飾の付け足し、ペンキを塗り直し程
度である。しかし内観は、間仕切り壁の位置を変えたり、
テラスを設けたり、新しい設備を搭載させたりしている。
庭面のファサードのみ、現代的にリノベーションしてい
る場合もある。 
 
５.	 景観を守る都市計画 
  サンフランシスコは全米屈指のヒルタウンであるこ
とから、その特徴を軽減させず、むしろ強調するための
政策を取っている。ストリートレイアウトや建物の形に
よって地形を強調させているのだ。 
丘の上は高層化を図るが、中腹や海岸線では超高層ビル
を建てさせないことで、自然の地形を生かし、丘の上か
らサンフランシスコ湾を見下ろす景観の享受機会を拡充
させている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１４ 建物の高さで地形を強調させている 
 
 
 
 
 また同市では、歴史的グリッドレイヤーをそのままに、
高さ・容積を誘導することで、街の統一性を図っている。
サンフランシスコのゾーニング法によって課される高さ
の制限は、通常、建物を40ft（約12m/およそ4階～6階程）
以下に制限している。都市計画において、特別な高さ制限
を設定していないダウンタウンにも、少し制限を設け、最
大高さ700ft(約213m)としている。 
 
６ 結章 
 サンフランシスコは、「均一に敷かれたグリッド」と「高
低差」という要素をうまく使い、エリア分けを自然に行っ
てきた。1つのグリッドの中を見ても、高低差によって敷
地の分け方に変化が見られる。このグリッドと敷地割は、
都市の拡大が終了した19世紀末から変わらずに現在にも
受け継がれてきた。敷地の上に建つ住宅も、100年以上前
から、高低差に対応した住宅が建てられている。このこと
から、サンフランシスコ市の全域が、歴史地区であるとい
えるだろう。そして受け継がれてきた歴史を守るために、
アメリカで最初の都市計画が作られた。多くの学術的関
心がこの計画の内容に向けられ、アメリカの他の都市で
も模倣されてきた。だからこそ、サンフランシスコの美し
い景観が今もなおあり続けるのである。海運業・産業が衰
退しても、スムーズに「観光」に移行することができたの
は、サンフランシスコの歴史的な美しい景観と、その歴史
を守ってきた都市計画があったからではないだろうか。 
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